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目標を明確にすることの意味  ～仙台育英高校野球から学ぶこと～ 

              

 ９月に行なわれた運動会は、快晴の中、おかげさまで無事に終えることができました。ブロック制の

運動会になって２年目。今年度は運動会の様子を中継し、教室にいる子ども達もテレビ画面を通して他

学年の競技や演技を見られるようにしました。ブロック制にすると、校庭で役割をもてる職員が少なく

なるため運営は非常に苦しくなるのですが、その分６年生が役割を担い全体をうまくカバーしてくれま

した。準備から片付けにわたり保護者の皆様にも大変御協力をいただきました。ありがとうございまし

た。運動会が終わると、広田小は鼓笛ムードに入ります。６年生は陸上練習をしながら、休み時間も自

主練習に励みます。５年生に教えながらも最高学年としての責任を果たそうと頑張る姿は実に頼もしい

です。１・２年生は行進とポンポンの振り付けを、３・４年生は鍵盤の練習に取り組みます。行事ごと

に気持ちを切り替え、一生懸命に取り組む子ども達の姿はとても輝いて見えます。 

さて、少し前になりますが、今年の夏の甲子園で東北勢初の優勝を果たした仙台育英高校について多

くのメディアが取り上げていました。その中で何と言っても「常識にとらわれない取組」という言葉に

心ひかれます。それは、高校時代、一度もレギュラーとして活躍することがなかった須江監督自身の経

験から生み出された指導法のことです。決まった選手だけが出場して勝ち上がるのではなく、ベンチに

入った１８人全員が役割を果たし勝ち取った優勝。８２人の部員の誰が出ても戦力になるような強いチ

ーム作り。その中核には、監督の掲げた「目標の明確化」というものがありました。投手には球速右

145㎞/ｈ、左 140㎞/ｈ以上、ストライク率５５％以上（球種ごと）を、野手にはスイングスピードや

ベースランニングのタイム、打率など具体的な目標数字を提示し、年間を通しての測定会や打席の確保

など、全員が挑戦できるよう平等に機会を与えてきました。また紅白試合から出塁率や長打率なども割

り出し、データに基づいて５つのタイプに分け、自分はどのタイプを目指すのか、挑戦したいところは

どこなのかを考えさせ、一人一人が納得した上で練習に取り組めるようにしました。生徒にとっては、

明確な目標ができ、自分のどこが課題でどこがよさなのか、何を鍛え伸ばしていけばよいのかがわか

り、自主的に練習を考えて取り組む事ができたようです。「自分の特徴を自分で知る。そして何をどう

伸ばしていくかを自分自身がしっかりと考えて取り組む。」その結果として個々の力を伸ばし強いチー

ムをつくることができたのです。また、監督は一つ一つの物事に対しても生徒に丁寧に説明を行い、一

人一人が納得いくような形で進めてきました。チーム全体をまとめ上げる基盤をしっかりと築き、本当

に素晴らしいと思います。 

新型コロナ感染拡大のため、これまでに甲子園での大会そのものが中止になったり、練習が中断され

たりするなど、難局に何度も直面してきました。それゆえに、生徒に対する熱い思いと、一人一人への

目配りを忘れず、生徒と同じ目線で向き合ってきたのかもしれません。その姿勢に感銘を受けます。大

会終了後の監督からの言葉「ここが人生のピークじゃつまらない。次の人生の目標を見つけよう。」か

ら人を育てるということはこういうことなのだと改めて感じることができました。（文責 清水良江） 

 

 

 

 

   ＜くつそろえ＞   お子さんは、ご家庭でもやっていますか？ 

 学校では「規律ある態度」の指導を行っていますが、その中の「くつそろえ」は、日々取り組んで

いる内容です。自分自身の物をそろえることは、「自分の心を整える」ことにもつながります。「整

理整頓」とともに、意識して取り組んでいってほしいと思います。 

 

 

 


